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貴重な人生 (ルカ9:43-48)
　皆さん一人一人は、みなさんが考えている以上に、とても貴重で大事な、尊い、存在です。ただ、残念なのは自分でそれに気づいていないということです。もちろん良い意味では神様の時刻表とも言えるかもしれません。それで神様は私たち一人一人が見た目と関係なくどれほど尊い貴重な存在なのか、それに気づくことを望んでおられます。クリスチャンの私たちには何よりそれを望んでおられます。なぜかと言いますと私たちが悪いからではなく、あるいは才能がないから、性格が悪いからではなくて、それがわかっていないと余計な議論、無駄な戦いなどに自分のエネルギーや人生を費やしてしまうようになるからです。一度しかない人生、また時間は私たちを待ってくれるものではありません。今でも礼拝をささげているときに、ある人は神様のみことばは約束だと信じて待ち望みつつ耳を傾ける人がいるかと思えば、ある人は同じ礼拝の場にいながらもぼうっとして別のことを考える場合もあります。いろいろなことを思い煩っているかもしれません。そのときでも時間は流れていきます。私たちを待ってくれないものです。しかも、一度しかない人生ではないでしょうか。ですから、神様が望まれることはせっかくクリスチャン、神の子どもになったので、一時、一時、この一度しかない人生を尊いものとして生きて欲しい、余計なもの、無駄なものに費やされることがないようにと願っておられます。たぶん、そういうことで皆さんが痛い思いをする試練も許されるかもしれません。それが神様の配慮であり、愛でもあります。
　今日の聖書を見ますと、イエスさまが変化の山でイエスさまの栄光を、イエスさまの本来の姿を現したあと、３人の弟子たちと町に下りて来たときに、悪霊を追い出すことができないままアップアップしていた弟子たちを叱りつつ、悪霊にとりつかれている子どもの悪霊を追い出していやされました。すると、周りの皆がびっくりして神の威光に驚嘆したと書いてあります。そのときイエスさまがそのタイミングで身近な選ばれた弟子たちにこう言われました。「この言葉をしっかりと耳に入れておきなさい。人の子は今に人々の手に渡されます。もうすぐ人の子イエスさまは、多くの人が驚嘆しているイエスさまは、人の手に渡され逮捕され十字架にかけられるようになる」という話をしっかりと耳に入れておきなさいとおっしゃいました。そのタイミングで言われたのはなぜでしょうか。イエスさまが悪霊を追い出して人がいやされたというのは何より感謝なことです。しかし、多くの人はそのイエスさまのみわざ、その奇跡の行いを見て「このイエスこそ本当に私たちが待っている真の王様だ。イエスによって今、私たちが経験している、患っているすべての肉体的な苦労、すべての問題がさっぱりきれいに処理されるだろう」という感覚で満ちていました。そこで、イエスさまはそういうことではないので、悪霊を追い出したり、人をいやしたり、奇跡を見せたのはそのような意味ではないのですが、人々はそのようにしか受け止めないのです。それで弟子たちに向かって「そうではなくてイエスはキリストです。イエスは十字架にかけられます。これからイエスは人の手で逮捕され、十字架にかけられるのです。あなたがたはこの話がわかるでしょう」と話したのです。しかし、その弟子たちはこの言葉が理解できませんでした。イエスさまが十字架にかけられることは、神様のみことばの中で、そして、福音の中で核心の内容です。でも彼らは驚嘆し、肉体的なことばかり考えている世の中の人と考えのレベルとしては何の変わりも違いもない状態でした。理解できませんでした。その意味が分からないように隠されていたからです。そして、もっと残念なのはこのみことばについてイエスに尋ねるのを恐れたのでした。話の内容、文章はわかります。何か悪いことがこれからあるという話は分かるのですが、まさかそういうことはありえないと思っているので意味が理解できません。それで、それに対して聞くことも恐れていました。近づこうとしていません。「そんなことになってはいけない。そんなことはありえません。まさか」という思いでいっぱいなのです。そのうち、イエスさまがそのようなタイミングで切ない思いで弟子たちにお話をしたけれども、弟子たちにまったく通じないという状況でした。

その次です。そういう状況の中で弟子たちの間で何が起きたのかと言うと「だれが一番偉いか」という議論が持ち上がったと書いてあります。今のタイミングはイエス・キリストがもう間もなく十字架にかけられるという話をしたタイミングで、弟子たちがやっていたことは「だれが一番偉いのか」と言う話が持ち上がったのです。だいたいわかりますか。イエスさまから、神様の方からご覧になったときにはこれはもうはがゆい、ため息をするしかない状況、場面です。でも、これが弟子たちの話ではなく、今も皆、クリスチャンの方々ほとんどがこのようなレベルです。これが悪い良いという意味では
ありません。ここから私たちは脱出しないといけません。それは悪いからという意味ではなくて私たちはこのような議論が持ち上がってこんなことを争うような人生、存在ではないという意味です。それでイエスさまは彼らの心の中の考えがよくわかっていて子ども一人を側に呼んでこういう話をしました。「だれでもわたしのゆえに、このような小さい子ども一人でも受け入れるのであれば、それはわたしを受け入れることであり、わたしを遣わした神様を受け入れることです」つまり最高に偉いことだという意味でおっしゃいました。そして、子どもの手を取ってこう続けました。「あなたがたすべての中で一番小さい者が一番偉いのです」と。この子どもの場合は、彼らがだれが一番偉いかと言う中で、その基準から見ると一番小さい、一番ちっぽけな、条件的に何も当てはまるものが無い存在なのに、子どもを側に立たせてたとえ話のようにお話をされました。この一番小さい者が一番大きな偉い者だという話をされました。たぶん、彼らはもうすぐイエスさまが政権を取るようになるかもしれないので、だれが一番偉いのか、だれが一番上の方の席を取るようになるのかということに神経が皆行っていました。それで、ある人は「私が一番先にイエスさまと出会ったので、キスで言いますと一番早いから私ではないのか」と言うと、ある人は「違うでしょう、私が少し年が上だよ」という条件を付けた人もいるし、あるいは「でも年が上だったり、早いからということではなく、私が伝道の実績は一番多いのではないか。だから私ではないか」。あるいは「私がイエスさまと一番近いところにいたから私ではないか」など、たぶんいろいろな状況をとりあげながら「私ではないか」という議論が持ち上がっていたと思います。イエスさまは十字架の話をした直後にそのような光景をご覧になりました。そのイエスさまの心のうち、心境はどうだったでしょうか。そこで、子どもを側に立たせて話をしたのです。「あなたがたの議論はいったいどういう議論なのか。この子ども一人、つまり、あなたがたは今、偉いとかいうことが基準になって、それによってすべて評価したり、それに神経が全部捕らわれているのですが、もしそういう基準から言うなら、そこで一番下っ端の子どもでもイエスの名によって受け入れること、それが偉いことなのです。これは結局、弟子たちはお話全体から見ると一番大事な福音の核心、ポイントがわかっていなくて、それがあいまいになっていたので結局、余計な無駄な議論、争いなどに捕らわれてしまったということです。イエスさまは今、礼拝をささげている私たちにおっしゃっています。彼らのように余計な無駄な戦い議論にだまされたり、そこに人生を費やしたり、惑わされたりしないようにと。なぜでしょうか。あなたがたはとても貴重な人であり、とても貴重な人生を生きる存在ですから、それに目覚めて欲しいと神様はおっしゃっています。今日の礼拝をとおして、今、イエスさまを告白して礼拝をささげる皆さん一人一人、他の人を見るよりまず自分自身がこのような余計な争いに惑わされたり、だまされたり、何かを費やしてしまうことのない、貴重な尊い人生だとぜひ気づいていただきたいと思います。そうでないと、せっかくイエス・キリストを信じて受け入れたにもかかわらず、彼らのように無駄な戦い、余計な争いなどに捕らわれるしかないのです。それがクリスチャンのすべてではないでしょうか。
どうすればいつから自分が本当に尊い人、自分の人生は尊い人生だと心からはっきりと気づくようになるのでしょうか。逆に言いますと今日の聖書に出てくる弟子たちは、なぜそれに気づくことができなかったでしょうか。それは第１に神様から与えられている福音を正しく知るようになればその目が開かれるようになります。イエスさまが十字架のお話をしていらっしゃいましたにもかかわらず、彼らはそれがわかっていませんでした。そして、もっと残念なのはそれに近づこうとしないのです。福音の核心の方に、それが明らかにされようとすると、なんとなくいろいろな何かでそれを塞いでしまいます。「まぁよいでしょう。イエスさまを信じると、祈ると合格して金持ちになる」という単純な話、「人は一生懸命頑張って生きればよいのではないか」と言う話には「うん、うん」うなずくけれど、本当に霊的な話をして、十字架の必然性、イエスさまが十字架にかけられないといけない理由について、その核心の部分に入って行こうとすると耳が閉ざされるようになる、聞こうとしません。何が理由なのかはわかりませんが、サタンがそこだけは近づくことがないように邪魔しているということです。見事にやられています。だから、教会に長く通っていていろいろな訓練を受けたとしてもそこがぼやかされています。そうすると福音の核心が傷ついていると人生すべてが傷になります。ここが肝心なポイントです。私たちが学歴がないかもしれません。今の環境が厳しいかもしれません。私たちは弱さをたくさん持っているかもしれません。周りがそんなにやりやすい状況ではないかもしれません。それにもかかわらず、それらは問題ではありません。神様から与えられているイエス・キリストの救いの核心の内容をしっかりつかんでいるのかどうか、それがポイントです。それさえはっきりとつかんでいれば、自分が弱さを抱えている者であっても、自分がどれほど貴重な存在なのかに目が開かれるはずです。今、皆さんがそうでない場合は、皆さんが悪いから、周りが皆さんをどうするからではなくてクリスチャンの私たちが神からすでに与えられているイエス・キリストの福音の核心、そこに入っていないからです。そこをつかんでいないからです。彼らの今日の姿がそれを物語っているのではないでしょうか。聞く耳も持たないで聞くことも恐れていました。だから、テモテへの手紙には終末の時代に教会でもこの福音の核心に迫っていこうとすると皆、牧師を追い出すという時代が来ると書いてあります。皆、耳に優しいことばかりを聞こうとしていると。とにかくサタンはこれさえぼやかしてしまうとすべてクリスチャンの人生そのものが無駄な戦いに捕らわれて、費やされてだめになるということをよくわかっているから、ここを攻撃します。２部の礼拝でも申し上げますが、第２コリントの４章６節を見ると世の神と言われているサタンというものが誘い込む霊を用いてクリスチャンでも、このキリストの栄光の光が心に輝かないように思いをくらませると書いてあります。彼らは今、時刻表でありますが見事にやられています。そうすると、結局、次の「だれが偉いのか」という議論に持っていくしかないのです。ですから、私たちは逆に「神様、自分がどれほど尊い存在なのか、この無駄な争いに人生を費やす必要のない尊い人生が待っている存在だということに目覚めるように、福音の核心に目覚めるようにしてください」と祈りましょう。

福音の核心というのは十字架の話です。私たちは福音をもう聞いています。聖書を読んで、聖書のいろいろな話が分かっています。でも、福音の核心に迫る、福音の核心となる内容はいったい何でしょうか。それは簡単に申し上げると福音そのものが私たちの問題のために始まったことですので、問題に対する理解がどうなのかが核心に迫るかどうかの問題です。自分の問題、家族の問題、この社会の問題、周りの問題、皆さんの問題は何が問題だと思っていらっしゃるのでしょうか。本当にあらゆる問題がありますが、政治が問題だ、家族が問題だ、自分の才能のなさが問題だ、社会の制度が問題だといろいろな問題をとりあげます。しかし、その理解ではクリスチャンになったとしても福音の核心に迫ることはできません。内容、言葉はわかっていてもいつまでたっても、その周りをグルグル回るスイカの皮をなめるような感じがずっと続くのです。そうすると、決定的なときに「だれが偉いか」ということで悲しんだり喜んだり泣いたりするような人生に走るしかありません。福音の核心と言うのはいったい何が本当の問題なのか、聖書にのみ許されている、教えられている、世の中の人は絶対に知ることもできない、解決することのできない問題、霊的な問題があるということを認めて、そして、本当の問題は霊的な問題だということが心から認められ、わかったときに福音の核心に迫るようになります。皆さん、何が問題でしょうか。なぜ戦争が起きているのでしょうか。なぜ家庭に様々なトラブルが起きているのでしょうか。なぜ人々はいろいろな病気を患い苦しんで、なぜ多くの人が不安に捕らわれて様々な病気を患い、また人間関係がすべて壊れていくようになるのでしょうか。だれかのせいでしょうか。そうではありません。本当の問題は霊的な存在、神のかたちであるたましいを持つ私たち人間が霊であられる唯一の創造の神様、いのちの根源である神を離れて、神様とのすべての関係が全部断たれてしまったことが問題です。つまり、何十億の宝くじに当たったとしても、この真のいのちの根源である神様と出会わない限り、神様と一緒にならない限りはその人の人生は幸せになりません。人生の問題は解決できません。これが問題です。そして、その神を離れた結果、人々は絶対に自分の力で抜け出すことはできない罪と、罪の結果である災いと呪いの勢力、運命に捕らわれて一歩も出られません。金がある者はある者なりに、無い者は無い者なりに、肌色が黒い者は黒い者なりに、白い者は白い者なりに、のろいの運命に捕らわれてその中を歩くようになります。だから、様々な災いに遭って、頭では知識では解き明かすことができない不思議な様々な問題がずっと続きます。このすべてが実は目に見えない人の人生を苦しめて滅ぼそうとしている、その結果、神様の栄光を汚そうとしている悪魔、サタンという目に見えない霊の存在によってこうなりました。それで何をどうしても解決できないし勝てません。そういう問題があります。親が問題ではありません。私たちがサタンのしわざに捕らわれているのが問題です。小さいときのいろいろなショックなことを経験し、いろいろな傷をたくさん持っているから問題ではありません。それが傷になるように神を離れている私たちの精神や頭、脳細胞を捕らわれて悪魔、サタンが嘘をついていて、その嘘に見事にやられていることが問題です。本当の問題は目に見えることが問題ではありません。クリスチャンだけにこれが理解できる特権が許されています。ハーバード大学にいてもこれは教えられません。これは教会で教える一部分の内容とか、ノートの隅に書いてある項目ではありません。人生、人類、宇宙すべてを理解するための核心の内容です。これがわかっていない限り人生が何なのかわかりません。どこから来て何をするのか、何をすればよいのかもわかっていません。それをさまようと言います。つまり、福音の核心に迫るというのは霊的な問題がわかったということですが、それは今まで私たちが実際にわかっていた、そうだと思っていた問題とはかなり違う、異なると同意することです。でも、ほとんどがサタンの問題と親の問題などが一緒になっています。だから、本当はサタンの問題だとは思っていません。一緒になっている限りは昔のものが今も本物なのです。今まで、私がわかっていた、私が問題だと思っていたそれは問題ではないというところまで行くことが問題を正しく理解したということです。たとえ自分の親を目の前で殺した人間がいてもその人間が問題ではないと、そこまで行かないといけません。問題は霊的な問題です。それは知ることも解決することもできない問題です。だから、キリストが来られ、メシヤが来て私たち罪人の代わりに十字架を背負って身代わりになって、犠牲のいけにえとしてご自分のいのちをささげること以外には絶対に解決の道がない、そういう問題です。ですから、十字架の話が核心になるしかありません。罪のない神様ご自身であるキリスト・イエスがなぜ十字架で悲惨な死を迎え、血を流されて死ななければいけなかったでしょうか。私たちの問題がそれ以外では解決の方法がない霊的な問題だったということです。それでイエス・キリストが十字架で苦しめられ犠牲のいけにえとして血を流されたことによって、神を離れた私たちが神様と出会い、いのちが与えられすべての罪、災い、滅びの運命が全部無くなり、悪魔の頭が踏み砕かれ、その悪魔の手から完全に解放されるようになります。だから、福音の核心を正しく理解しているというのは問題が何かわかったのでキリストしか答えにならない、キリストが唯一の答えになるのです。世の中に良い理論もたくさんあり、必要なこともたくさんあります。雨が降る日よりは天気の日がよいかもしれません。でも、それは人によって全然違います。いろいろなことがありますが全部相対的です。しかし、霊的な問題がわかったときに福音の核心に迫ってオンリーキリストにしかならないし、それがわかったのでキリストが最高の価値、絶対的な価値になる、これが福音の核心です。その人の学歴があるかどうか、ＩＱがどうなのかとまったく関係ありません。ＩＱは脳細胞のＩＱでこれはたましいのＩＱですからまったく関係ありません。福音の核心です。今、十字架の話でイエスさまはこの核心に迫っていたのに弟子たちの耳は塞がれて、あるいは知ろうともしませんでした。彼らの頭の中は肉体的なことばかり考えているから、この霊的な話が理解できず、その話を肉体的に受け止めると「十字架で死ぬ、負ける」ということが嫌でそこに近づこうともしません。彼らは福音の核心から離れています。その結果、だれが偉いかと言う議論が最大のテーマとして持ち上がるのです。神様がご覧になったときにはため息をするしかないものに捕らわれるようになります。別にそれが良い悪いという意味ではありません。それはものすごく遺憾であり残念なのです。クリスチャンはそのような存在ではありません。まず、福音の核心、キリストは最高の価値だと目が開かれたときに、パウロは今まで誇りに思っていた博士の学位、青年突撃隊の隊長の肩書、そしてパリサイ派のプライドなどはちりあくたのように思うと宣言しました。私たちはなかなかそうならないでしょう。なぜでしょうか。それが本当に偉いからではなく、福音の核心に、キリストの福音が最高の価値、絶対的な価値、つまり、他に価値あるものが一瞬で全部その価値を失い落されるその核心に迫ったことがないのです。気になることが未だにいっぱいあります。それがどうなるかによって皆、左右されてしまいます。だから、「それを捨てなさい」という意味ではありません。皆さんできるだけ偉い方になってください。成功してください。しかし、成功がテーマになっていては、それは残念なことです。それはついてくるものです。この話をすると教会に来ている人の中でもほとんどが聞くことをなんとなく嫌がります。「金持ちになろうと思っているのになに？どんな話？夫が昇進することばかり今祈っているのに、子どもが良い大学に入ることばかり祈っているのにどういう話か」と。それを別に邪魔するつもりではありません。そうなってください。ただ、それがなぜテーマなのでしょうか。もしかして自分がどれほど尊い存在なのか、本当に福音の核心にあいまいであるがゆえに、それらがテーマになっていれば、そのとおりに達成したとしてもそれはかわいそうなことです。それは成功につながりません。国会議員が必要なわけではありません。国会議員としてクリスチャンの尊い人生をまっとうできる国会議員が求められるのです。絵を描く人、映画を撮る人が必要なわけではありません。それをより上手に撮る人が必要なわけではありません。映画を上手に撮るその人が、その映画を撮ることによってだれも為しえない最高に価値ある福音を宣べ伝えられる映画監督が求められるのです。それ全部抜きにして、忙しいから福音と祈りと礼拝を軽んじるというのは私はまったく理解できません。忙しいのと祈ることと、なぜそれが関係あるでしょうか。祈りながら、働き、勉強しないといけないのです。この最高に価値あるこの価値はどんなに忙しくても忘れてはいけません。その忙しさはこの価値のためにあるものです。だから、忙しいからこの価値を忘れる人であれば、神様がその忙しさを省いてくれるでしょう。だから、病院に入院して何もできないように暇にするかもしれません。なぜそんなに愚かなことをするのでしょうか。なぜ忙しいのでしょうか。なぜ一生懸命勉強するのでしょうか。なぜ就職しないといけないのでしょうか。それ自体が目的でしょうか。福音の核心が本当にわかっていれば、今まで大事なもの、価値あるものが崩れて、それは全部肉を基準にしてランクが付いていたものです。でも、霊的な問題に目が開かれて福音の価値がわかったときには、今まで価値あったものが価値をそのまま保つことができません。
そして、この福音の核心に迫ってわかったときに、やっと自分自身が、この福音を持っているイエス・キリストを受け入れた自分自身がどれほど貴重な存在なのかを発見するようになります。そのときに彼らのような余計な争いに惑わされないようになります。そして、本当に貴重な人生を導かれるようになるでしょう。ぜひ皆さんそうなっていただきたいと思います。合宿でもずっとさんざん言われているでしょうがこれが神様の約束です。信じて祈ればこのとおりになります。皆さんがどれほど貴重な存在なのか福音の核心に目が開かれたときに、皆さんの外見、うわべとはまったく関係なく、皆さんは何があってもどう転んでも絶対に滅びることができない人です。それほど貴重です。極端に皆さんが重い罪を犯したとしても、その罪によって滅びることができない存在になっています。わかるでしょうか。それほど尊い存在です。それほど貴重な存在です。死と罪の原理から解放されています。もう一度申し上げます。今の皆さんの現実や外見。経験などとまったく関係ありません。子どものときから裕福に育っていたのか、貧乏の中で育ったのか、愛情たっぷりもらっていたのか、あるいは愛情などまったく欠けていたのか、そういうことは一切関係ありません。皆さんは貴重な存在です。これが神様の宣言であり、悪魔はそれと違うことをいつも言っています。今現在、現実に皆さんがどんな失敗の中にいるとしてもそれは失敗ではありません。それにもかかわらず皆さんは尊い貴重な存在です。絶対に滅びることがない、しかもそれに留まらないで神様が皆さんをご覧になったときには皆さん自分自身を見ているわけではありません。皆さんはイエス・キリスト、その福音の籠に取り囲まれた中にいる存在なので、イエスしか見えません。ですから、神様が皆さんを一人一人見るたびに、キリストの血潮によって救われ清められた存在、神様の喜びです。絶対に皆さんはそう思わないでしょう。もし、周りの人が、旦那さん、奥さんが皆さんを喜んでなくてもそれによってがっかりしないでください。それは２部でまた細かく言いますが、神様が皆さんをいつでもどんなときでも喜んでいらっしゃいます。でも、聖書では神様が怒ることがいっぱいあるのですが、その神様の怒りも愛による怒りなのです。旧約の怒りとはまた性格的に違います。イエスが私たちの中に入っていらっしゃるから、私たちを見て怒ろうとしてもイエスが見えてくるからそういうことはできません。私たちを愛しているから、皆さん一人一人がどれほど貴重な存在なのか、神の喜びであり、神の愛なのです。そして、神様の愛がもうすでにたっぷりと注がれている方です。なかなか信じられないでしょう。だれかに愛された覚えがないから、だれかに愛情をもらった経験がないから「神様の愛が注がれました」と言われても、なかなか実感できないかもしれません。でも本当です。私も小さいときからお母さんの愛情をたっぷりもらった経験がありません。お母さんの記憶もほとんどありません。だから、神様に愛されるといわれても最初はピンときませんでした。でも本当です。そのしるし、基準はどこなのかというとイエスの十字架です。私が本来あのように死ぬべきなのに、私の代わりにイエスを十字架につけてまで私を助けようとしていました。それほど皆さんのことを愛しておられます。それほど貴重な存在です。大統領も神に愛されることはありません。もちろん、国民に愛されることもほとんどありませんが、だから今は大統領が殺される危機、リスクを背負って大統領選挙に出ます。だれ一人大統領になって良かったと拍手を受ける人は見たことがありません。それで周りの側近から愛されるかと言うとそうでもありません。状況が変わると皆背を向けてしまいます。そういう世界です。神様は私たちを愛していらっしゃいます。でも、彼らにいまだに神の愛はありません。もちろん皆救われることを神様は望んでおられますが、その中で社会的な身分や、肉体的な条件を見ても、また顔もイケメンではないしかわいくもないのに、それにかかわらずAKBよりは皆さんを愛していらっしゃいます。本当です。だから、皆さんは貴重な存在です。他の何かによってこれがダメージを受けてはいけません。それで神様は皆さんと一緒にいたいから、たまに遠距離恋愛などは嫌なので、皆さんと一緒に同居することにし、しかも私たちが「嫌です」と拒んでも絶対にしつこく私たちから離れないことにして、永遠にともにおられることにしました。ともにいらっしゃいます。皆さんの人生は皆さんによって左右されるものではありません。それを宗教と言います。神が皆さんを責任を持って導かれます。しかも、神様が皆さんと同居するときに、それを皆さんと結婚すると言います。昔は結婚するときに持参金みたいなものがありました。私たちは本当は全部、私たちが持っていかないといけないのに私たちには持ち出すものが何もありません。罪以外には何もないのです。それで神様が持参金のように全部持ってきました。天にある霊的なすべての祝福を全部持って皆さんと結婚しました。その瞬間、それが皆さんの所有となりました。だから、皆さんは条件、現実などと関係なく、絶対的にすでに幸せな存在です。幸いな存在です。それほど貴重な存在です。今申し上げました幸せ、祝福は何があっても奪われることがありません。これを身分と言います。皆さんは自分自身をどう評価しているかわかりませんが、イエス・キリストの福音、その絶対的な価値がわかっていれば、その福音を持つことによって皆さんの価値は最高の価値になります。この価値です。最高の身分、存在となっていることを覚えていてください。これに目が開かれない限りは余計な無駄な争いがいつも誘惑しているのに、それに勝つことができません。「そうか。私はこんなちっぽけな者、こんなに愛されていない者、こんなに才能の無い者、こんなに無視される者、こんなに好かれていない者だ」といろいろな思いがあったけれど、それを全部払拭して、私は幸いな者、私は神に愛されている者、私は貴重な存在、尊い存在、もう何かでなく存在自体で尊い存在、貴重な存在、そして美しい存在です。これが聖書の宣言です。

ですから、皆さんは皆さんが努力しなくても当たり前にこの最高の身分とともに最高の権威が授けられています。だから、皆さんのことをイエスによって、福音によって、その福音が最高の価値だから皆さんも最高に価値ある存在に変えられます。それで皆さんのことを「世の光、世の塩、王である祭司」と言われるのです。いつでしょうか。イエスさまを受けいれるその瞬間からです。つまり、それは皆さんがいないと皆さんのまわりの家族や、皆さんのまわりの知り合いの方々に希望がありません。皆さんがいらっしゃらないと皆さんの職場、学校、地域には光が入ってこない、希望が見込めない、そういう存在です。それほど貴重な存在です。皆さんはいなくては絶対にいけない存在です。残念なのは自分で自分のことをそう思っていない、認めていない、それが問題です。神様はそうおっしゃっているのに、私たちが神様より少し上みたいですね。神様がそうおっしゃっています。「私が本当にそうなのか。成績も中途半端な成績だし、才能も衰えています。これで何が」と思うかもしれません。それでもそうなのです。必要ならば神様がトップに持ち上げるでしょう。必要なら中途半端なままで光を放つでしょう。それは関係ありません。ただはっきりしているのは皆さんがいないとその現場に希望はありません。つまり、このレムナント教会がないと日本に希望はありません。周りが聞きますと「いかれているの」と言われるかもしれませんが、これは私たちだけの秘密です。それほど貴重な存在です。だから、これがわかったので余計な争いなどはちっぽけに見えます。今まで大きなテーマに見えていたものが、「だれが偉いか」という話がちっぽけに見えます。それが勝利です。そして、それがちっぽけに見えることによってテーマが変わり本当に尊い貴重な人生を具体的、実際的に歩いて行けるようになります。そうでないと気持ちがあっても、理論はあっても「だれが偉いのか」という争いにずっと捕らわれて進めません。皆さんはイエスさまを受け入れた瞬間、皆さんも知らないうちに天の御国を所有していのちを所有する方になりました。ですから、必ず皆さんによって皆さんのまわり、人生そのもの、家庭、職場、地域に暗やみの力、勢力が打ち砕かれるようになっています。先週のテーマはそれでした。それを弟子たちは信じていないのです。追い出したのかどうかが問題ではありません。皆さんがいることによって、皆さんがイエスの権威を使うことによって必ず暗やみの力は砕かれるようになっています。それで伝道が成り立つようになっています。それほど貴重な存在です。だれがそれをできるでしょうか。タンクを持ってくるから、ミサイルを発射するから、暗やみの勢力を打ち砕いて世界を変えることが、人の人生を変えることができるのでしょうか。絶対できません。だれにもできない、皆さん以外にはできません。皆さんがいないと希望がありません。そういう存在です。それをしっかりと発見していただきたいと思います。どこでそれがわかるのでしょうか。イエス・キリストに福音の核心に迫って、その価値に目覚めたとき、その福音の価値が私も、私の人生も価値ある人生に変えてしまったのです。信じるだけで良いのです。そして、それに基づいてよく考えてみてください。すると「だれが偉いか」と言うのはちょっと恥ずかしいことだと結論が出るでしょう。それが勝利です。それで自分が福音にあって本当に貴重な言葉で言い現すことができない、計算をはるかに超えた貴重な存在、人生であることを発見できたときに、残りの生涯、人生の貴重な戦いをして歩くようになります。今までの戦いではありません。つまり、肉体的な成功のために戦うのではなく、肉体的に成功した者でも福音が無くて滅びていくことが見えてきて、その肉体的に成功した者にも福音が必要であることがわかって、その福音を彼らに伝えるために、それをテーマにして生きるようになります。そのために必要であれば肉体的な成功がついてくるようになります。わかりますか。ここがなかなか変わりません。人の愛をどれほど受けるか、愛情がどれほど行きかうかなどの戦いではなく、神の愛に豊かになって、その神の愛、世の中にはない神の愛、主の愛をどのように分かち合うかという人生を生きるようになります。それが私たちの戦いです。旦那さん、奥さんがどれほど私のことをかまってくれるか、それらがいつもテーマになっていると、今日の弟子と同じです。気持ちは十分わかりますが。教会に来てだれが先に長老になるのか、「私は遅かった」というのはテーマではありません。よく覚えて考えてみてください。それでたとえば彼らのようにだれが一番偉いかと言う争いによって、だれかが一番偉い者になったとしましょう。それが偉いのでしょうか。イエスさまはそれが一番小さいとおっしゃっています。一番小さい者が一番偉いと。それは小さい者、子どもが偉いという意味ではありません。彼らが偉い、偉いと言っている偉さと縁のない、そこから自由になっているもの、それがどうでもよい、つまり、それに対しては小さい者、それが小さい者です。皆さん、ぜひ小さい方になってください。それで主にあって一番偉い方になってください。自分自身を認めてもらうために前に立たせようとしないで、できるだけ他人を前に立てて、次の世代を立てようとする戦いが私たちの戦いです。それが貴重な戦いです。皆さんは何のために心寂しくなってあるいは心がすねたりするのでしょうか。教会でも牧師が良く声をかけてくれる、よくかまってくれることがいつもテーマになっていて、そうだと恵まれてそうでないと落ちこむというのは、人が悪いからではありません。福音の核心に迫って、牧師がかまってくれるかとは関係なく、自分の存在自体があふれるほど貴重な美しいものだと誇りを持っていないからそういうことによって確認しようとするからです。もちろん、そのレベルに合わせて教会ではしっかり合わせて頑張らないといけません。皆さんも一人一人、自分の立場から早くジャンプアップして克服していかないといけません。どうすればよいでしょうか。日々、毎日、どんなときでも「私は貴重な存在です。私は美しい者です。私は価値あるものです」と確認してください。人の過ち、人の悪いことなど見て、また私に合わない、私の基準に当てはまらない人の行動などを見てそれを批判したり、罪に定めたり、裁いたりする争いをしないで、どんな過ちを犯した人間でも福音を持ってどうすれば彼を立て直して生かすことができるかという争いが私たちの争いです。何が価値あるものかわかっているから。何が最高の価値なのかわかったのではないでしょうか。だから、成功がテーマではなく、この最高の価値である福音をどうすれば伝えることができるかがテーマです。何かの問題があったり、大変な状況に追い込まれたときに悩んだり、思い煩ったり、落胆したり、心配する戦いに惑わされないで、そのすべての中から神様の良い計画は何だろうと必死でそれを見ようと、探そうとする戦いを私は走るのです。これが貴重な存在の貴重な戦いです。何かの問題があったときにも問題を解決しようとしないで、その問題の前で自分のたましいがどれほど豊かになって健康になっていくのか、そちらの方に走る戦いをするのです。あなたのたましいが幸いであるようにと。これは私のたましいは丈夫になるように、より豊かになるようにと言う神様のサインだと問題をそのように見るようになります。最高の価値は福音ですから。パウロは言いました。私は異邦人には異邦人のように、ある者にはある者のように、無い者には無い者のように、ユダヤ人にはユダヤ人のように、それはカメレオンではありません。そういうことがそんなに大きなテーマではないのです。基準がないということでもありません。一番貴重な価値あることがわかっていました。一人でもたましいが福音を聞いて救われることのためであれば私はいつでもそういうことが変えられるのだと、そういうことはある意味どうでもいいのだと、絶対的な価値がわかっていました。そういうことによって余計な争いや余計な神経を使って戦ったり決着をつけたり、そういった無駄なエネルギーを費やすことはしないようにしましょう。「全部譲るよ」となぜそれが言えるのでしょう。自分がそういった争いに巻き込まれる必要のない貴重な存在だということが確認できているからです。前にもお話したように、ある大金持ちの孫がいました。おじいさん、おばあさんが「この子どもはこれから貴重な存在としていろいろなことをやらないといけないので、皿洗いとかなどはしないで」と言いました。皿洗いが悪いという意味ではありません。でも、この子は皿洗いが面白いと手を入れたりしました。そこへおばあさんが来て叱りました。「そんな遊びはやめなさい」それは皿洗いが悪いからではありません。皿洗いはメイドさん、召使いの人がやればよいのです。彼はこれから尊い道を歩かないといけないのでやるべきことはいっぱいあります。皿洗いではなく、習字もコンピュータもやらないといけないし、いっぱいあります。意味が分かるでしょうか。おばあさんはなぜそうしたでしょうか。皿洗いが悪いからではありません。だれが偉いか、だれが私のことをかまってくれるのか、肉体的に成功するかどうかというレベルは、皿洗いと同じレベルなので私たちはそういうことに気が捕らわれて、神経を費やしてエネルギーを費やすような身分の低い存在ではないということです。そういう意味です。何かあったときにいつも思い煩ったり、人のことをずっと気にしたり、あの人は良い悪いとかはどうでもよいことです。なぜでしょうか。それにかまう暇もない貴重な存在なのです。大統領になると交番のお巡りさんがやっているようなことにかまう暇がありません。大統領の仕事、大事な仕事がいっぱいあるのですから、かまう暇がないほどです。皆さんがどれほど貴重な存在なのか、そこからすべてが始まる、すべてが変わるということをぜひ体験し味わっていただきたいと思います。そういう意味で皆さんは小さい方になってください。こういった世の中の言い争いの面においてはもう小さい方になってください。「私はそういうことはよくわかりません。どうでもよいです。もうかまいません」と小さい者になってください。何に偉い人になればよいでしょうか。どうすればこの祝福を豊かに味わって、これを知らないたましいに福音を伝えることによって、そのたましいを生かすことができるでしょうか。イエスさまがおっしゃいました。こんなちっぽけな小さい子どもはあなたの基準から見たときには子どもでしょうが、イエスの御名によって受け入れれば一人のたましいが助かり、これこそ偉いこと、最高に価値あることとおっしゃっています。クリスチャンの自分が福音の核心に迫って、自分自身の価値に目覚めることによって余計な戦いを避け、きちんと区別してください。尊い、貴重な戦いをして残りの人生をあまり無駄にしないようにしていただきたいと思います。それで皆さんが行く人生の歩み、道にいのちの花が咲くようになり、実がたくさん結ばれるようになります。皆さんの力と関係ありません。信じてください。
結論です。毎日、皆さんは歯を食いしばってでも確認してください。自分は貴重な大事な尊い人なので、今日も勉強、仕事、家事などいろいろなことをやりますが、そこで余計な無駄な肉の戦いではなく、貴重な価値ある戦いをしてください。「余計な戦いに心を奪われないで本当に貴重な戦いをするように私を守ってください」と毎日祈ってみてください。今週、１週間これを祈りましょう。神様、福音の核心に本当に心から迫るようにしてください。その中で自分が福音の中で貴重な存在だということを発見する１週間になるように、そして、余計な戦いが何なのかはっきり現ればれて、それが全部崩れて福音のために貴重な大事な戦いが何なのかそれを見出す１週間にしてくださいと祈りたいと思います。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。イエスの血潮によって救い出され神の子どもとされた尊い貴重な存在であることを神様が一人一人に教えて残りの生涯、本当に余計な争いではなく、貴重ないのちにあふれる意味ある戦いの人生を一人一人が歩むように主が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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